
8 9

Ｕ
�Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ふ
り
か
え
っ
て

U - CoRoプロジェクト５年の物語

第
１
章 グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク

ま
ち
な
か
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

いろんな注文に応じる。それには分野を超えて付き
合って、アイデアも持ち寄らんとアカン。
　地域で生まれ、地域で育つ。すると自然に地域へ
目が向くようになってくるし、そうなると地域からも
求められる人になる。それに、いろんな人から頼って
もらえると、「よっしゃ、やってやろ」と自信や意欲も
湧いてきます（笑）。
岸本　うちのまちも家族の範囲がよく分からないと
ころで（笑）。お店やものづくりをやっている家が多
かったのですが、子どもの頃を思い出しても、どこも
出入り自由というか、敷居の低い家ばかりでした。家
とまちの垣根が低かったのでしょうね。そういうま
ちって、私にはとても居心地がいい。子どもたちにも
きっと居心地がええんと違うのかなあ。
　それと、私の場合は「まちのため」というより、「巻き
込まれている」だけやと思います。持ち込まれる話を
いちいち聞いてしまう。すると対応せんとアカンよう
になる（笑）。
髙田　いえいえ、マルゼンボタンギャラリーでの「ま
ちなかの職人展」では、他業種とのコラボレーション
を積極的に展開され、岸本さんは他の人を十分巻き
込んではりました（笑）。たとえば、靴屋さんと一緒に
ハンサムバッチを作る発想、岸本さんのオリジナリ
ティが光っていました。
岸本　ダメ元でとりあえず聞いてみるというのはよく
やります（笑）。何か相談を受けたとき、それをまた誰
かに相談すると、つながったり、上手くいくときもあ
りますし。それで喜んでもらえると、吉村さんと同じ
ようにうれしいですしね。

も確かで、そこを打破する方法を、みんなで考えてい
ければいいですね。
髙田　大阪のものづくりの特徴の一つは、伝統産業
というより、近代化・工業化が進むプロセスのなか
で、金属をはじめとする様々な材料を加工する手工
業が生まれ、これに関連する多様な手仕事が展開し
てきたことです。最先端の工業製品でも手仕事に
頼っている部分がある。もう一つの特徴は、商業と
結びついているところ。「商工」融合という面白味を感
じます。これに関連しては、吉村さんのようにコミュ
ニケーション能力がとにかくずば抜けて高い職人さ
んが大阪にはおられますね。
吉村　そんな風に思われるのは、ぼくの育ちのせい
かも。父が古道具を扱う仕事をやってましたので、古
いもんを大事に使い続ける気持ちは、それで身に付
いたのかもしれません。
　それと下町育ちで、近所の人たちも家族同然な、
世話焼きの多いまちでした。だからか、ぼくも困った
人がいたら放っておけない。ものづくりの相談には乗
るし、ぼくが近所の工場へ相談を持ち込んでも、いっ
ぱいアイデアが集まってくる。みんな、「このまちで、
つくれんもんはない」という自負があると思います。
　それに、困ってはる人が喜んでくれたら、自分もう
れしいですし。
髙田　サラリーマンだとなかなかそうはならないし、
農業でもそうはいかない。職人さんたちの、生業とラ
イフスタイルの関係にも興味が湧いてきますね。

地域で生まれ、地域で育ち、 
垣根を越えて、アイデアを持ち寄る

吉村　ものづくりの世界には壁がないです。金
属だけ扱っていれば良い、同じモノをつくって
いれば良いわけでもない。いろんなモノを扱い、

岸本さんが主宰する「マルゼンボタンギャラリー」で開催
された「まちなかの職人展」（2011年10月）。U-CoRo
で使われた職人さん紹介パネルも再展示され、会場では
演奏会などの様々なコラボレーションが展開されました

商工都市・大阪の DNAを受け継ぐ 
ものづくりと職人さん

岸本　「上町台地 まちなかのプロフェッショナル～暮
らしによりそう手仕事・ものづくり・まちづくり」の取
材に同行させてもらいました。タイトルどおり、まちの
ことやいろんなことに目線を向ける職人さんたちばか
りで。人生のお話まで伺えて、職人さんの背景にも気
づかされました。吉村さんとの出会いも衝撃的でした
し（笑）。
　以前はそんな人がもっといたように思いますが、そ
のDNAが、まちのなかにまだ残っていることにも気
づかされました。ただ、みなさん厳しい状況にあるの

人とモノを結びつける手仕事・ものづくりと
まち暮らしのこれからへ

開 催 日　2012年 8 月29日（水） 
開催場所　NEXT21・304住戸「住み継ぎの家」

 
語り手

吉村健一さん（有限会社旭進ガス器製作所代表取締役）

岸本知子さん（丸善ボタン株式会社代表取締役）

髙田光雄さん（京都大学大学院工学研究科教授 )

NEXT21/U-CoRoウィンドウ・エキジビション13
「上町台地 まちなかのプロフェッショナル」の案内フライヤー

グループトーク  
まちなかのプロフェッショナル

髙田教授が改修設計に携わったNEXT21の住戸で
吉村さんがつくったガス囲炉裏テーブルを囲んで

1Story

1Story
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　食い道楽の大阪では、本当は食べ物系ものづくり
が特徴的ですが、逆に食べもの以外の生活関連分野
に的を絞って紹介してみてはどうでしょう。U-CoRo
で採り上げた職人さんは、知っていそうでよく知らな
い分野ばかり。なくなれば思い出せない、忘れられて
しまう仕事というのも意味がある。また、そういう分
野とのコラボレーションを岸本さんに進めてもらうこ
とで、ものづくりの技を保全しながら活かしていくと
いう手もあります。

つくる人、活かす場、 
つなぐ人が出会う仕掛けに挑戦を

吉村　岸本さんのビルの看板を手掛けさせてもらっ
ています。その看板に木でつくったボタンを掛けたい
ということで、頼める人を探していたら、近くの職人さ
んを思い出した。こんな風につながっていくと楽しい
ですし、いろんなことに口出ししていくようにもなる。
そのうち、岸本さんとこの家族のことにまで口出しす
るようになるでぇ（笑）。
岸本　うちのまわりもまだそんな感じです。お節介と
言うのか何と言うのか（笑）。
　こうして出会った職人さんたちと、もっと一緒に何
かをつくっていければなあと思います。ああでもない、
こうでもないと言いながら一緒につくっていく。
吉村　たとえば身近な公園の遊具を地域の職人さん
たちのアイデアを集めてつくるとか、まちのなかには
もっと可能性があるはずです。
髙田　つくる人がいても、その良さを知って、活かし
ていく機会や、つないでいく人がいないと、ものづく
りは続かない。U-CoRoも、そんな場になるよう、も
う一歩踏み込んだ仕掛けに、挑戦してみても良いの
ではないでしょうか。

髙田　お二人とも、使えなくてもつないでいる（笑）。
大阪はお二人のような「つなぐ人」がもっと必要なの
だと思います。
吉村　「生野・東成ものづくりフェスタ」などは、つな
ぐ場のひとつになっています。

暮らしによりそう技や知恵を 
まちのなかで支えていきたい

岸本　手仕事品を求める消費者が減ったことと、担
い手の不足も課題ではと思います。それらを、分野ご
とに考えるのではなく、まちのなかで解決していくこ
とができないかなと。ものづくりの世界を、代々家業
としている人以外に、新しい人も入って来られる環境
にしていくことも大切ではと感じています。
　「まちなかの職人展」のときには、U-CoRoでも展
示された職人さんのマップを面白がってくださった人
が多かったのですが、「こういうことでも、まちのこと
を伝えていけるんやなあ」と思いました。
　それと、建築に少し関わっていたので思うのです
が、現代建築でもちょっとずつ中身を変えながら住
み続けていく。そんな暮らしが今もできるのではと
思っています。
髙田　職人さんの紹介パネルも、U-CoRoでの展示
のときとは、雰囲気が違って見えました。小売の場で
展示すると、「次はこれが欲しいなあ」と購買意欲に
つながる可能性もあるように思います。

吉村健一さん

NEXT21・304住戸「住み継ぎの
家」に置かれているガス囲炉裏テー
ブル。銅製の囲炉裏は吉村さんに
よるたたき仕上げで、味のある槌
目が付けられている

人の心に響く手仕事品には、 
人とモノを結びつける力がある

髙田　このNEXT21・304住戸「住み継ぎの家」に
も、大阪格子の建具やガス囲炉裏テーブルなど、大
阪の職人さんと一緒につくったインフィルが入ってい
ます。住まい手が「いつまでもそばに置き続けたい」と
か「引っ越し先へも持っていきたい」と思うかどうか、
また、これらを媒介にして来客との会話が弾むかど
うかなどを見ていきたいと思います。
　実は、吉村さんにつくってもらったガス囲炉裏テー
ブルは、ステンレスを使って一旦完成していた。でも、
吉村さんは銅でもう一度つくり替え、こんなに味が
あるコンロになった。技術だけではなく思いが詰まっ
ているんです。
吉村　実用性と遊びのバランスと言いますか、何や
しっくりいかんもんは出せませんし、銅のほうが使っ
ているうちに変化も楽しめる。モノをつくるにはそん
な遊び心も大事ですね。
　それと、職人さんが思う存分モノをつくってい
るところを見せる。そんな展示ができないかとか、
「U-CoRoにぴったりな、こんな人もおるでぇ」と思っ
たりしています。

髙田　岸本さん主宰の上町台地・職人研で、吉村さ
んに案内してもらった生野区の町工場で見たヘラ絞
り職人の技にも感銘を受けましたね。あの技を、わ
れわれの生活空間のもっといろんなところに使えな
いものかと思います。
吉村　モノをつくる技術だけでなく、アイデアを集め
る技術もなくなっていくような気がします。でも、今は
インターネットで世界中とつながっていて、それを使
いこなせる人たちはアイデアも行き来させることがで
きているのかも。岸本さんたちの世代もそうですね。
岸本　まわりにはいると思いますが、私もインター
ネットはあんまり使いこなせていません（笑）。

岸本知子さん

髙田光雄さん

上町台地・職人研が主催
した生野の職人さんめぐ
りにU-CoRoも協力
（2011年 8月2日開催、
上町コロコロ新聞）

岸本さんがマルゼンボタンギャラリーで提供
するボタンのスティックチョコは、U-CoRo
の「まちなかのプロフェッショナル」取材がご
縁で訪れたエクチュアさんとの共同企画

1Story
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子どもへ、大人へ、
まちなかの気づきの「場」から未来へ

まちで子どもを育むことへのアプローチ

冨士原　天王寺区の五条地域で活動しています。夏
祭りをみんなで復活させたり、地蔵盆再興のお手伝
いなどもしてきました。
　地蔵盆などの地域行事が私の若い頃に衰退してき
ました。自分たち大人が生活に追われるようになっ
て、地域のことまで思いが向かなくなったことが大き
な原因のように感じています。生活は豊かになったの
に、何か余裕がなくなったのかなと。
　近年も変化は続いています。例えば、以前は「子ど
も」と言えば小学生でしたが、塾通いも増えてきたこ
ともあって、最近は就学前の子になってきました。
夏祭りの神輿も、今年は子どもの担ぎ手が集まらず、

とうとうクルマに乗せて、巡行しました。
　小学校での案内ビラ配りも、「宗教行事では」といっ
たクレームが一部の親から入り、できなくなりました。
宗教行事というより子どもの集まりなのですが。マン
ション内でのポスター掲示や回覧板での案内も、マ
ンションやその住民が町会に入っていないのでむず
かしい。街角の掲示板にポスターを貼りますが、それ
だけでは効果薄です。
　そこで最近、氏地を越えて、周辺にも声を掛けて
いく。そして、大人も楽しめるようにして、親が子ども
を連れてくるようにする。そこで神輿を見せて「担げる
よ」と持ちかける。そんなことを企みはじめました。そ
もそも子どもは減っていくので、大人向けの夏祭りや
地蔵盆という発想も大切かもと思ってきました。
小谷　ご縁あって25年前に高津宮（中央区）へ参り
ました。神社にはいろんな方が来られます。若い頃か
ら福祉に興味があったのですが、神社では本当に幅
広く社会福祉を考えていくことができます。
　子どもたちにも何か関われないかと考えていたの
ですが、冨士原さんのご指摘どおり、現代っ子は遊
ぶ間もない。そこで思いついたのが、神社で１泊する
夏休みの宿泊体験です。たった１泊２日ですが、今
の子どもたちが苦手な集団生活を経験し、TVゲー
ムや携帯電話も持ち込み禁止にする。そして、いろん
な大人に出会ってもらい、手づくりのお土産を持た
せて帰らせる。そうした体験を子どもたちが将来、何
かのときに気づいて、活かしてくれればという思いが
ありました。
　１年目は黒門市場でマグロの解体見学や、ご近所
の居酒屋さんのご主人の料理教室。２年目は国立文

楽劇場の舞台裏見学。NEXT21へ見学にお邪魔し
たこともありました。地域のみなさんやボランティア
など、大勢に支えていただいて成り立っています。
郭　私が活動していますコリアタウン界隈（生野区）
にも、高津宮と同じ仁徳天皇を祀った御幸森天神宮
があり、その歴史は朝鮮半島と日本の長い交流の証
しでもあります。上町台地にも半島との長いつながり
を表す歴史文化がたくさん残っていますが、その上
町台地とつながることで、学びの視点が広がりまし
た。その後、韓流ブームもありまして、文化を通じて
これまでなかなか越えられなかった垣根を、越えて
きつつあるなと感じるようになってきました。
　しかし、在日コリアンの９割は日本名、通名で暮ら
していますし、日本人の子どもたちも友達が在日コリ
アンとは気づかない環境で、暮らしています。
　そこで在日コリアンの子どもには自分たちの民族
文化を伝え、アイデンティティを持ってもらう。日本人
の子どもには、そうした他の文化やアイデンティティ
を理解してもらう。そういう「場」をつくり、いろんな
モノを持ち込んで、混ぜていく。そう考えました。今
では年間８～９千人が体験学習プログラムに参加し
て、ハングルを学び、キムチをつくり、チャンゴを習う。
文字通り、コリアタウンを「場」として捉えて、高津宮
の宿泊体験のように気づきや発見を得てもらう。それ
が、私たち大人の役割かなと思います。

子どもを育むための“まち”の継承

郭　ここ数年は韓流ブームなどもあって、在日コリア
ンやまちを取り巻く環境も大きく変わってきました。
コリアタウンへ来る人も随分と増えてきました。人が
増えるとまちも変わってきます。新しい店も次々出来
て、まちに活気も出てきます。今では店主も世代交代
が進み、若い世代が頑張っています。

開 催 日　2012年11月1日（木）  
開催場所　高津宮社務所

 
語り手

小谷真功さん（高津宮宮司）

冨士原純一さん
（五條宮奉賛会青年部/有限会社富士原文信堂代表取締役）

郭
カク

 辰
チ ヌ ン

雄さん（(特活）コリアＮＧＯセンター代表理事 )

五条地域（天王寺区）の大人と子どもが地元の
五条小学校に集まって、毎年8月23、24日に
盛大に行われる将軍地蔵尊の盆踊り

高津宮で毎年行われている、1泊2日の
夏休み宿泊体験に参加した子どもたち。
気づきや発見の場を子どもに与えたいと、
小谷宮司の発案で数年前からはじめられた

とこしえ秋まつりの余韻が残る高津宮を訪ね、社務所にて

2Story
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冨士原　コリアタウンのエエとこは、韓流ブームがプ
ラスに作用し続けて、２世や３世がそれにしっかり
対応していることかなと、郭さんのお話を伺っていて
思いました。
　天王寺区も人口は増えても、生まれ育った人は出
ていく。住むには良いところかもしれないが、まちの
伝統としてはどうでしょう。子どもたちがそこに根付
いてこそ、まちは続く。そのためには故郷意識を持っ
てもらって、大人になったら、このまちで子育てした
い気分にさせる。まちの持続のためにも、そうなって
いかないかなと願って、次世代の育成と世代交代に
も努めています。郭さんたちコリアタウンの動きを見
習って、五条でもつなげていければと思います。
郭　コリアタウンでもさまざまな葛藤があったので
すが、在日コリアンにも「ずっとここで暮らしていくん
だ」という気持ちがあった。そのことが、日本人と一
緒にまちのことを考えていくという気運につながった
と思います。
小谷　このあたりもマンションが増えていますし、地
域社会とつながっていないようです。私も単にお宮で
イベントをしている訳ではなく、神社を通して、まち

へ入ってくる人たちとも交流できたら良いのになあ
という思いがあります。

地域の変化だけでない、
子どもの変化、親の変化

冨士原　私たちが子どもの頃にはいろんな遊びがあ
りましたが、ベッタンにビー玉、あれ、賭け事ですよね。
そんなのが普通やったのを、いつの間にか大人が封
じ込めてしまった。木登りしていたら「危ない」と怒る。
怒られるから子どももしなくなる。昔は怒られてもし
ていたのに。それでは子どももひ弱になるはずです。
郭　コリアタウンも昔はよその子でも怒るまちでした
が、最近はそういう感じではなくなってきましたね。
でも、まだ何とか誰がどこの子かは分かる。つまり、
親と子とのネットワークのようなものはまだあるかな
と。マンションも増えたとは言え、よそに比べるとま
だまだ平べったいまちです。でも、いつか変わってし
まうかもしれませんね。
冨士原　まちのなかで「あっ、誰々のオッチャンや」
という目があると、子どもはとても悪いことはできな
いもの。でも、現在ではそういう関係も見えなくなっ
ています。何かのキッカケで親を見て、子どもを見て、
「あぁ、やっぱし」ということも多い。

小谷　高津宮での宿泊体験も、単にお子さんを預か
るイベントではないのですが、そういう感覚の親御さ
んがいらっしゃることもありました。
冨士原　一方で最近は、高校や大学の入学式や卒業
式に親が付いてくるそうで。そのうち、高津宮の宿泊
体験でも、一緒に泊まる親の部屋がいるかもしれま
せんよ（笑）。

これからの活動と
そこでのU-CoRo の役割・可能性

郭　私たちがやりたいことはコリアタウンや生野の
「場」としての活性化です。体験学習プログラムや「生
野コリアタウンまつり」などを軸にしながら、つながり
は大きく広げていきたいと思っています。そのために
は、地域と地域のつながりも大事であると思います。
U-CoRoにはそのつながりづくりや情報提供を手助
けしてもらえればうれしいですね。
冨士原　年齢とともに動きが鈍くなってきて、これか
らできることを考えていくなかで、ビー玉などの昔の
遊びや伝統を子どもたちに教え込む、そんなことが
でけへんかなと思いはじめています。
　小学校でも昔の遊びを教える機会がありますが、
地域のオッチャンが教える。それもコソコソッと遊ぶ
ような（笑）。見つかったら怒られるというようなドキ
ドキ、ワクワク感。ディズニーランドでは体験できない
ようなことを伝えていきたいですね。U-CoRoでそん

なコソコソ遊び
を子どもに教
える手助けを
してもらえま

せんか（笑）。

小谷　子ども神輿も復活していますが、太鼓か獅子
舞の復活もしたいですし、季節ごとの祭りを通じて伝
統をつないでいくことと、みんなで一緒に楽しめる機
会、餅つき大会や宿泊体験を続けていきたいです。
新しい秋祭りも生まれました。氏地や氏子さんを大
事にしながら、より多くの人たちとつながっていける
機会を設けていきたいです。U-CoRoにそれを手伝っ
てもらえると助かります。
冨士原　高津宮やご関係の方 と々ぜひ交流したいで
すね。地域や神社同士でつながっていく仲立ちを、
U-CoRoでやってもらうとか。
小谷　神社同士が協力し合って、社会貢献していく
のも良いですね。仁徳天皇と言えば王

わ に

仁博士ですが、
その碑があります御幸森天神宮ともつながりたいで
すね。
郭　御幸森天神宮とつながってもらえますと、コリア
タウンと上町台地の結びつきもより重なります。上町
台地とは無縁ではないと、つながりを深めていくにつ
れ、感じています。
小谷　一足飛びにはいかなくても、互いに無理せず
ちょっとずつ進めていきましょう。

NEXT21/U-CoRoウィンドウ・エキジビ
ション10「まちで育む上町台地の子」 の関
連イベントとして開催された「音とトークの
愉快なセッション 子どもたちに伝える、上
町台地の大人力! 生命力!」では、大池中学
校PTAおやじバンドを筆頭に元気な大人
たちが集合しました（2010年5月16日開催、
上町コロコロ新聞）

御幸通商店街（コリアタウン）一帯で、毎年
11月に開催される、生野コリアタウンまつり

コリアタウンで修学旅行生などを対象
に実施されている体験学習プログラム
のキムチづくりの様子。このほか、ハン
グルやチャンゴ演奏などを習う内容で、
年間8～9千人が参加する

「子どもたちに伝える、上町台地の大人力！生命力！」
　かつてまちには、大人と子どもの豊かな出会いの風景がありました。大人たちから子どもたちへ、まちの暮らし

のなかで確かに受け継がれていく力がありました。気がつけば、そんな場面に出会うことが少なくなってしまった

かのようです。けれど、実はいまも、昔子どもの大人たちから、将来大人の子どもたちへ、上町台地のこころを伝え

る取り組みが、まちのあちこちに息づいています。それこそ、上町台地の大人力！といっていいでしょう。大人たち

がまちを舞台に思い切りいのちを輝かせて生きる姿を見て、子どもたちも未来に夢を持って大きく育っていくこと

でしょう。そんな上町台地を、いろんな音とおしゃべりの大競演を通して実感する、愉快なセッションです。ぜひご

来場ください。

■主催：大阪ガス エネルギー・
文化研究所（CEL）■企画： U-CoRoプロジェクト・
ワーキング

■協力： NEXT21入居者自治会、日本野鳥の会大阪支部、橋本護 (B-train)、早川
厚志（まちづくり工房）◎参加申込：

参加者名・所属・連絡先を書いて、FAX.06-6205-3512（CEL弘本）へお申込みくださるかhttp://uemachi.cotocoto.jp/event/39525の申込フォームをご利用ください。※参加無料
◎問合せ先：CEL弘本（電話06-6205-3518）まで　

谷
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筋

長堀通
上本町1

上本町3

文
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谷町六丁目 地下鉄長堀鶴見緑地線

地
下
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★音とトークの愉快なセッション★
★音とトークの愉快なセッション★ NEXT21/U-CoRo ウィンドウ・エキジビション10「まちで育む上町台地の子」関連イベント

■開催日時：2010年5月16日（日）  17：00～ 20：00頃（終了後、軽く交流会）
　　　　　　※受付は16：30から■会　　場：NEXT21ホール（2階）＋会議室（1階）　※受付は2階ホールへ大阪市天王寺区清水谷町6-16（地下鉄「谷町六丁目駅」7号出口徒歩5分ほど）
■プログラム（予定）：　
プロローグ　（17：00～17：15頃）U-CoRo展示「まちで育む上町台地の子」にご登場の素敵なみなさまのご紹介
上町台地、いろんな音の大競演　（17：15～18：30頃）　※順不同大池中学校PTAおやじバンドの演奏コリアNGOセンター“ハングル”で挨拶山本能楽堂「能と遊ぼう！」  謡を体験なにわ伝統野菜・森下博士のヴァイオリン演奏日本野鳥の会大阪支部“鳥の声”を聴こうN1104（NEXT21有志ユニット）の演奏そして、サプライズ・ゲストが登場するかも!!上町台地、未来の大人へ伝えること（18：40～ 20：00頃）大競演にご登場くださったみなさまと、会場にお集まりくださったみなさまで、 昔子どもの

大人たちから将来大人の子どもたちへ、まちを舞台に伝えていくことなど大いに語り合います

コメンテーター：高口恭行さん（一心寺長老）コーディネーター：高田光雄さん（京都大学大学院工学研究科教授）、弘本由香里（大阪ガスCEL、U-CoRoプロジェクト・ワーキング）

交 流 会（20：00～ 21：00頃）
セッションで語り尽くせなかったお話や交流のひとときをお楽しみください

上
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冨士原純一さん

郭辰雄さん

小谷真功さん

2Story
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の高架下になってしまっているけど、お年寄りに話を
伺うと、東横堀川との距離感ももっと近かった。
　まちのなかにそういう距離感の近さの痕跡が今も
残っています。例えば、商店街から少し離れた小さな
裏通りの通称が、現在では考えられないような名前
だったりします。何でそんな名前かと言いますと、長
屋街から出る生活雑排水を川まで運び出す道だった
かららしいです。
　大阪ではまちの暮らしと川は、ずっと切っても切れ
ない関係で、今もその名残をまちのあちこちに見つけ
ることができますね。
オダギリ　大阪の観光を仕事にしている関係もあっ
て、水辺にはしょっちゅう来ています。特にリバー ･ク
ルーズで案内もしていますので、発着地でもある道
頓堀川は身近です。
　東横堀川も船でよく通りますが、この辺（末吉橋）
ではご覧のような風景で、「大阪のパルテノン神殿で
す」って案内しています（笑）。それでも「あれが何と
か橋です」とか言ってはいますが。

川と暮らしの関係を見つめ直す 
空間利用を

六波羅　川沿いの緑の有効利用をもっと進めたいで
すね。末吉橋の袂

たもと

にもちょっとした空間があるのに、
フェンスで囲まれたりして使えない。花見もできそう
な良い桜並木があるのに、近寄れない。
オダギリ　東横堀川も本町橋から北のほうは、水辺
もだいぶ良くなってきたのですが、少し
ずつでも良くしていってもらえれば良い
ですね。
　川も毎日眺めていると変化があります。
今年の夏は道頓堀川で小さな藻が大発
生しましたが、そんな川の様子から「いろ

んなエネルギーが流れ込んでんねんなあ」と感じます。
　道頓堀川も日本橋あたりをどうも境に、海水と淡
水がせめぎ合っているようやということも、川のなか
を泳ぐ魚の様子からうかがえます。戎橋のあたりでは
ボラをよく見かけますが、東横堀川に入って末吉橋あ
たりでは鯉をよく見るようになります。
　夕立のときには川の水位も見る見るうちに上がりま
す。今年の夏も水位が急に上がることがありました。

緑も人の暮らしも 
基本は陽当たりと風通し

六波羅　お屋敷を再生した「練」がオープンしてから、
2013年の春で10年になります。改修前の「練」は
木々も伸び放題、生え放題。陽もあまり差し込まず、
葉っぱにもほこりが積もっているような状態で、「さ
あ、どないしょうかなあ」と（笑）。
　雑木や雑草を刈り取り、枝を払ったりしていくうち
に、緑も元気を取り戻していくような感じで、それま
で花が咲いたことなかった木に花が咲いたりとか。
　ぼくらも試行錯誤の連続でしたが、陽当たりも良く
なって、他の木が元気になりました。今も「この枝を払
おうか」などと考えながら、手を入れ続けています。基
本は陽当たりと風通し。人の暮らしと同じですね（笑）。
　緑があると良いことがいっぱいあります。季節を感
じることもできますし、緑を目当てに鳥たちもやってく
る。それに緑を支える地面があると、夏でも風を少し
冷たく感じることができます。

末吉橋から東横堀川の川面をのぞく。上には高速
道路が川面を覆うようにして走り、橋脚が立ち並ぶ

まちなかの小さな水と緑のスポットが
気づかせてくれること

まちの暮らしと川は
切っても切れない関係

オダギリ　U-CoRoでの「上町
台地・水先案内」展のために川
跡をたどった猫間川へ、このあ
いだも行ってきました。
六波羅　猫間川の跡は空堀商
店街界隈（以下､空堀と略）と緑
橋の町家再生施設「燈」のあい
だを行き来するときに、いつも
通っているなあ。
オダギリ　川跡を追って歩いて
いたとき、「ここが川筋やと思う
んですけどね…」と同行者に話
していたら、近くにいたおばあ
さんが話しかけてきまして。そ
のおばあさんが猫間川の川跡を
覚えていはったんです。それで、
川跡がまたハッキリとしました。
六波羅　昔は川がもっとそばに
あって、暮らしにも近かったよ
うやね。東横堀川から空堀は少
し、意識としての距離感がある
ように思います。今は高速道路

開 催 日　2012年 9 月13日（木）  
開催場所　中央区の空堀商店街界隈など
　　　　　(水と緑のスポットをめぐりながら)

 
語り手

六波羅雅一さん（六波羅真建築研究室代表）

オダギリサトシさん（㈱インプリージョン  ツーリズムプロデューサー）

かつて上町台地の東縁に沿って流れていた猫間川、
暗渠となった今も、その痕跡が各所に残されている
（写真は東小橋北公園にある「ねこまがわ」のオブジェ）

六波羅さんが改修設計を手がけたお屋敷再生複合施設「練」の中庭にて

3Story

3Story
グループトーク  
水と緑の上町台地
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敷地内に空き地がなかったので、道路に面し
た前面を壁面緑化する。そんな大胆な発想が
浮かびまして、実現可能性を探っていくと「何
とか、できそう」（笑）。「練」の植栽も手入れし
直して、三施設同時緑化ができました。
オダギリ　「惣」の屋根は、歩いていても確か
に目立ちます（笑）。
六波羅　「蔵」では庭の再生も一緒にやりま
した。蔵の上に雨水をためる桶を置いて、庭
には水琴窟を入れ、水と緑を一緒に楽しめる
工夫をしました。水琴窟の横には瓶を置いて、
そこの水を柄

ひしゃく

杓に汲んで、水琴窟の上に垂ら
すと音が響く仕掛けにしています。

小さくても身近な水と緑を
増やしていきたい

六波羅　桃園公園のそばにも、昔は池があったそう
です。その池のほとりに観音さんが祀られていて、そ
れで公園東側の坂道を観音坂と言うらしい。公園に
も池があれば、水と緑でええねんけどねえ。危ない
とか、そんな話になってしまうんかなあ。
オダギリ　四天王寺の極楽浄土の庭を見学させても
らったときは、「ええ庭やなあ」と思いました。緑もキ
レイし、池もアクセントになっていましたし。
　自宅でも玉造黒門越

しろうり

瓜を育てていますが、水やり
や手入れはぼくがしています。実はそういうのが苦
手で、小学校の夏休みもアサガオの世話がイヤでし
た（笑）。そんなぼくが世話をしているのは、まだ小

さい子どもに任せると、水やりと言えば水遊びと一緒
の意味になる。それなら自分でやった方がまだマシ
と（笑）。こういうのも、いい経験になります。
六波羅　小さくても庭があるほうが良い。庭があれ
ば緑のために水がいる。だから建物のどこかで水を
貯める工夫をする。そう考えていけば、身近なところ
でもっと水と緑が増えていくのではないでしょうか。
小さな部分からでも、忘れ去られていたまちの歴史
や自然を思い出す。U-CoRoを通じても、そんな工
夫や意識はできそうですものね。

グ
ル
ー
プ
ト
ー
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六波羅雅一さん

まち歩きの最後は、上町台地の水でつくった
銘酒で乾杯

デイセンターとして活用されている
「蔵」。屋根の上には雨水を貯める桶が
あり、庭には水琴窟が備えられている

オダギリ　上町台地で育っていますが、緑をあまり
意識してこなかったように思います。ただ、「谷町筋
と言えばセミ」というイメージがあることを思い出し
ました（笑）。今夏もそうですが、うるさいくらいに鳴
いている。でも、緑を感じない道頓堀や阿倍野界隈
では、セミの声も聞かないですね。上町台地はセミ・
ワールドでもあります（笑）。
　ぼくが９年前に「練」の一角で独立開業した「上町
貸自転車」の最初のフライヤーには、「練」の前の植栽
を写し込んでいまして、自分のどこかで緑に惹かれる
ところもあるのかもしれません。
　U-CoRoの「コミュニティグリーン紀行」でも天王寺
界隈を歩きましたが、そのときの下見の折に、大阪教
育大学附属天王寺中高校のところの緑が良かったん

ですけどね。本番のまち歩きの際には、残念
なことに伐採されていました。
六波羅　水もそうやけど、緑も普段の暮らし
のなかで接する機会を増やさないといけない
のでは。手入れは大変やし、落葉樹は近所迷
惑だと言われるし、やっかいなことだらけな
んやけど、それでもあったほうが良いはず。
　水やりも「練」では自動散水に替えました。
確かに一手間省けて楽になったんですが、そ
の代わり、緑に目があまり向かなくなりだし
て、気がついたら木が弱っていたりする。自
動散水でも夏は１日２回散水にしたり、１回

あたりの散水量を天気に合わせて調節したり、それ
なりに気は遣うんやけど、むずかしいところです。

まちなかの再生施設を緑でつなぐ

六波羅　「練」と「惣」、「萌」の三施設では、緑化の取
り組みに国土交通大臣賞をいただきました。「この三
施設を拠点に、何かつなぐ試みができないか」と考え
たのですが、そこで浮かび上がってきたのが「緑化」
で、「三施設を同時に緑化させたら、インパクトがあ
るなあ」と。それもただの緑化ではなく、それぞれオー
ナーの想いがこもった建物に、来る人の目を向けても
らう意図もありました。
　それ以前から、「惣」の屋根を何とかしたいという思
いもあって、それを屋根上緑化でカバーする。「萌」は

オダギリサトシさん

長屋再生複合商業施設「惣」は屋根上
が緑化され、まるで草屋根のよう

複合文化施設「萌」の壁面にも多種の植物が
繁茂し、建物を包み込む

3Story
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お手伝いさせていただいています。それは、現場や地
域のみなさんが動きやすいようにと思ってのことです。
　越瓜はタネ配りからはじまって、地域で育てて、み
んなで食べて。表現は変ですが、ちゃんと看取ってい
る取り組みでもありますね（笑）。
　「ツルつなぎ」というネーミングも気取りがなくて良
いですね。何やよう分からへんけど、フッと参加してし
まいそうな、そしてタネも配りやすそうやなと思います。
　それとU-CoRoの上町コロコロ新聞も参加者の楽
しい雰囲気が伝わってくる媒体ですね。越瓜の取り
組み方は、他地域で伝統野菜を採り上げていくとき
の見本になると思います。
中越　今年も“ツルつなぎ ”プロジェクトに参加させ
てもらいましたが、毎年、越瓜の収穫がU-CoRoの
収穫祭よりあとになってしまいます（笑）。「何がアカン
のやろ」といつも思いながら、工夫してはいるんです
が。越瓜料理は収穫祭のときのメニューを参考につ
くって、食べています。
　最初の年はタネから芽も出ずで、苗をあとから持っ
てきてもらって、育てました。そのときも収穫は遅かっ
たのですが、大きい実が付いて、美味しくいただきま
した。
　生き物を育てるむずかしさと言いますか、花の元
気さ。毎年そういうものを越瓜から教えられたり、も
らったりしています。
鈴木　ボクも最初は越瓜のことを何にも知らずで。
それで森下先生にご相談したのですが、先生は「まず
は楽しまなアカン」とおっしゃって、つくる楽しさ、つ
くることを楽しむことを教えていただきました。“ツル
つなぎ”に参加されている方もみなさんホンマに楽し

そうで。先生がおっしゃっていたことが伝わっている
と思いますね。
森下　私も実は、越瓜を我が家のプランターでうまく
育てられたことがなくて（笑）。今年はじめて実ったん
です。みなさんの前では偉そうにしながら、毎年、「何
で育たへんのやろ？」と悩んで悩んで。土を替えたり、
いろんな手を試してはいるんやけど、上手くいかなく
て。まあ毎年、見るも無惨な状態です（笑）。
鈴木　先生にいただいた手書きの育て方マニュア
ル。まだ持ってますから、コピーして差し上げましょ
か（笑）。
森下　NEXT21の屋上、長屋の中庭、マンション、
幼稚園といろんなところで育ててもらっている。そう
いうことも含めて、“ツルつなぎ ”はホンマに大阪ら
しい取り組みですね。
　大阪らしいと言えば、“ツルつなぎ”の参加者が集
まる夏の収穫祭。栽培体験を話したり、料理を作って
食べてもらって、その料理のレシピはもちろん、いろ
んなことを伝えあう場になっている感じがします。
中越　料理だと「さしすせそ」というような、これが大
事ですよということがありますよね。でも、本当はど
れくらい砂糖や醤油を入れたら良いのかとか、分か
りにくいですねえ。
森下　越瓜の育て方でも、水やりはいつ、どれくらい
の量をやれば良いのか分からないとか。水やりの回
数や水量などは、どんな場所でどれくらい育てている
かといったことで違ってくる、デジタルではなくアナ
ログな情報ですよね。
それが収穫祭でやり
とりできる。

NEXT21/U-CoRoウィンドウ・エキジビション08「上町台地 玉造黒門越瓜“ツルつなぎ ”プロジェクト」で
展示した「玉造黒門越瓜栽培カレンダー」パネル（玉造稲荷神社の鈴木さんから提供いただいた資料から作成）

NEXT21の屋上などでも越瓜や
勝間南瓜などのなにわ伝統野菜を
子どもたちが収穫（2009年7月
26日、上町コロコロ新聞）

なにわ伝統野菜

玉造黒門越瓜 栽培カレンダー

土をていねいに耕します。
20～30cm間隔に浅く凹みをつくり、
1 カ所に 3粒ほど種をまきます。

本葉が 3枚ほどになった頃に、
1 カ所で一番元気なものを残して
他の苗は間引きます。

本葉が 6～ 7枚になった段階で、
親づるの先を「摘心」します。

花の開花後、「雄花」の花粉を
「雌花」のめしべに付着させ、
人工受粉します。

よく陽にあて、実の色を濃緑色にします。
水を充分に与えます。

種まき・発芽　●　4月中旬～5月上旬

プランターや植木鉢で栽培する場合は、
できるだけ大きなものを選びます。

間引き　●　5月上旬～中旬

プランター栽培では、１つのプランターに
元気なものを 1～2本残します。

摘 心　●　5月下旬～6月上旬

「摘心」は、親づるの先をカットすること。
実がつきやすい子づるや孫づるが伸びてきます。

人工受粉は、雄花を切り、中のおしべを
雌花のめしべにちょんとくっつけるだけ。

参考資料提供：玉造稲荷神社

受粉されると、やがて雌花の花びらが取れ、
下の膨らみが大きくなりはじめます。

雌花…黄色い花びらの下のほうに
　　　膨らみ（果実になる部分）がある。
雄花…黄色い花びらのみで、中におしべがある。

花のつぼみができ、次第に膨らみます。

5日ほどで順に出芽し、
数日後に本葉が出はじめます。

熟れ切ってしまわないうちに収穫し、
おいしくいただきましょう。

※実際の成育状況は、種まき時期や環境などによって異なります。
人工受粉　●　6月中旬～下旬

収 穫　●　7月中旬～下旬

し ろ う り

イラスト：甘木くるつ

越
しろうり

瓜をつなぐ、越瓜がつなぐ上町台地
“ツルつなぎ”プロジェクトがつないだもの

鈴木　「玉造黒門越
しろうり

瓜栽培“ツルつなぎ”プロジェク
ト」を改めて振り返らせてもらいますと、「よう、こん
だけ、広げはったなあ」と驚きますね（笑）。越瓜復活
の活動をはじめた頃は、神社や玉造という地域がま
ずはあったのですが、それをU-CoRoが上町台地全
体に広げてくれはって。南は天王寺まで、東へも随分
遠くまでタネを配ってもらって。ここまで行くとは、正

直思いも及ばなかったですね。越瓜にも少し
はご恩返しができたかな思います。
森下　なにわ伝統野菜では玉造黒門越瓜との
お付き合いが一番長くて、一番薄いです（笑）。
どの野菜でも私の関わりは薄く薄くと思って、

開 催 日　2012年11月 2 日（金）  
開催場所　玉造稲荷神社参集殿

 
語り手

森下正博さん（なにわ伝統野菜応援団員）

鈴木伸廣さん（玉造稲荷神社禰
ね ぎ

宜）

中越慈子さん（五条地区住民､“ツルつなぎ”プロジェクト参加者)

NEXT21/U-CoRoウィンドウ・エキジビション05
「上町台地となにわ伝統野菜物語」展示に合わせ、玉造黒門
越瓜を栽培するプロジェクトが2008年春から開始。
この年から発行をはじめた上町コロコロ新聞は、玉造稲荷神
社での越瓜食味祭の様子や各地での栽培情報などを紹介

玉造黒門越瓜復活の地・玉造稲荷神社参集殿にて

4Story

グループトーク  
“ツルつなぎ”プロジェクト4Story
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それを育てるのが上手な子、料理するのが上手な子
と、いろんな役割をそれぞれに担うこともできます。
鈴木　野球で言えば「エースで４番」はいないという
ことですね。足の速い選手、守備の上手い選手、いろ
んな個性があってチームになっている。
森下　そのとおりです。いろんな選手がいてよいので
す。それぞれが得意なことで越瓜に関わることで、「ア
イツ、すごいことできるんやなあ」と思ってもらえる。

“ツルつなぎ”プロジェクトと
上町台地のこれから

鈴木　継続が一番大事でしょうね。私自身も、これ
まで100年間廃れていた玉造黒門越瓜が、100年後
もこのまちにあるようにしていきたいです。そのため
にも継続が一番大事だと思っています。それと、マン
ションに住んでいる方やこの地に根付いていない人
たちと、一緒に取り組んでいければ良いですね。

中越　私自身はまだまだ受け身での参加で（笑）。で
も、いつもほんとに楽しく参加させてもらっています。
頼まれてもいないのに「観察日記」まで付けてしまっ
て（笑）。まるで、子どもの頃のアサガオの観察日記の
ようです。
　それと近所の友達にも勧めていきたいですね。私
が住んでいる千日前通より南の上町台地にも、育て
ている場所を増やしていきたいと思います。
森下　越瓜に関わる人たちを見ていると、大阪はや
はり「民の文化」だと思いますね。“ツルつなぎ”プロ
ジェクトのように、心から楽しめる取り組みを続けて
もらえればうれしいです。そして越瓜と一緒に、文化
性や地域への愛着なども育んでいってもらえると良い
ですね。もちろん越瓜キャラクターの「くろもんちゃ
ん」にももっと頑張ってもらわんといけませんね（笑）。
　それと、上町台地というものをこれからも大事にし
ていってもらいたいです。これまでどおりネットワーク
を広げながら、足元から安心・安全をつくり上げてい
く。水もあり、お寺や神社もあり、台地が文化を育て、
人、土、野菜も育てている。それらをこれからも大切
にしていってもらいたいです。
鈴木　上町台地で生まれ育った人たちに、いつか
帰ってきてもらいたいという願いもあります。
森下　よそから来た人でも、上町台地に足を降ろした
うえで、まちのことを考えてもらえば良いでしょう。よ
そから来る人はどこに住んでも、その地に足をちゃん
と降ろす。根無し草ではあきません。そして、そうい
う人もガッと飲み込むような力を上町台地が持ってい
れば、大丈夫ですよ。

玉造黒門越瓜栽培“ツル
つなぎ ”プロジェクトは
2010年以降も継続さ
れ、毎年収穫祭を開催。
ツルつなぎの輪は年々広
がっています

2010年8月28日 2011年8月20日 2012年8月11日

鈴木伸廣さん

それと、みなさん、育ったかどうかということよりも、
「今年は何で上手く育ったんやろう？」とか「何で芽が
出んかったんやろ？」ということをおっしゃる。結果よ
りも「何でやろ？」ということを大事にされている。「今
年はアカンわ～」と言える大阪のまち。そういうまち
の感覚が、“ツルつなぎ”プロジェクトにも良い形で
表れていると思います。
中越　上手く育たなくても、先生がおっしゃるよう
に、それでも楽しんでいる面はありますね。育たなく
ても、収穫祭で越瓜料理を味わうこともできますし。
春になると「そろそろ、越瓜のタネが届く頃だなあ」と
思うようになっていますし。
森下　そんな風に、「越瓜の時期やなあ」という感覚
がまちの人に共有されていっていることも、“ツルつ
なぎ ”プロジェクトの効用の一つですね。それは毎
年続けているというスゴさが背景にあってのことです
ね。季節感を知識としてではなく、越瓜を育てるとい
うことを通じて、身体で覚えてもらっている。それと、
育っていく過程を追うことで、みなさんの日常の一コ
マを切り取っていますね。
　越瓜の活動では、玉造稲荷神社の存在も大きいと
思います。夏祭りでの食味祭も地域の楽しみですよ
ね。上町コロコロ新聞も食味祭を採り上げてくれていま
すが、「そろそろ祭りやなあ」といったことを地域へ自然
と意識付けしている。そう働きかけていると思います。
中越　いつも食味祭のご案内をいただい
ているのですが、地元の五條宮の夏祭り

と重なってしまって。でも、一度行ってみたいですね。

越瓜が育む、人の個性

鈴木　小学校では越瓜を、ドッジボールとかで活発
に遊んでいる子ではなく、あまり活発でない、一人で
本を読んでいるような子が育ててくれていたりしま
す。そんな子も、越瓜を育てることで活躍できる場が
生まれる。「オマエ、すごいなあ」と言ってもらえる。
森下　越瓜もそうですが、子どもも一人ひとり違いが
あります。個性に応じて向き合ってあげないといけま
せん。越瓜を育てるようなことも小学校に採り入れて
もらえると、ドッジボールや勉強だけでなく、先生が
子どもを見る新たな目ができますね。越瓜だけでも、

玉造黒門越瓜栽培“ツルつなぎ ”プロジェクトは栽培から収穫、そしてみんな
で食べるところまでが一つの流れ。収穫祭には手づくりの料理が持ち寄られ、
大きなテーブルもいっぱいに（2009年8月9日開催、上町コロコロ新聞）

森下正博さん

中越慈子さん

4Story
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も、何度も積み重ねていく必要があります。
　また、学校が避難所の場合、人事異動で対応が変
わったり、関係を築き直さなければならなかったり、
学校と消防署、府立高校と市といった縦割りの弊害
も出てきます。防災セミナーなどでは、専門家が「心
構えが大事」とか言いますが、それだけではどうしよ
うもありません。
　地域のなかでも考えて、動いている人はわずかで
す。防災は口で言っているだけではダメで、誰かが動
きはじめないといけません。そうした人たちを探し出
していくことも大切で、北大江地区では動員を掛けず
に、動ける人に動いてもらう。それが基本です。
浦野　桃園連合振興町会（中央区）では、防災訓練
に続いて、避難所開設訓練も行いました。実施まで
に何回も打ち合わせを重ねたのですが、本番ではと
ても混乱しまして、良い勉強になりました。
　次の防災訓練では、町会単位での安否確認訓練も
実施します。こうした取り組みを重ねるにつれ、日頃
から備えておくことは大事だなあと実感してきます。
先日も「命のカプセル」（持病や薬などの情報を書いて
おく）を配っていたことで、高齢者夫婦の命を助ける
ことができました。
　取り組みを重ねていくには組織づくりも大事です
し、そのためには人の確保も大事です。
　防災訓練での炊き出しでは、長屋の廃材などを
使って、火をおこすことも考えています。
小西　東中川連合振興町会（生野区）では、3.11直
後の昨年の３月25日に、２回目の避難所開設訓練を
行いました。地域内に福祉避難所機能を設けたので
すが、それを試してみる意味もありました。
　避難所開設訓練も防災マップづくりも、
生野区内では真っ先に取り組んできました
が、開設訓練では「500人も集まれば」と

思っていたところ、連町内13,000人のうち1,200人
も集まってくださって「これはいける」と（笑）。
　単なる防災ではなく、イベントとしての防災、ナマ
で動いてみる防災というように、いろんな形を試して
います。アイデアは行政から出してもらうことがあり
ますが、そのまま持ち込んでもらうのではなくて、地
域住民と話し合ってもらうなかで提案してもらうよう
に心掛けています。
　福祉避難所の訓練では、避難してもらうことで、そ
の存在をアピールする意味もあります。誘導や対応
は、町会のもう一つ下の活動単位の「班」に任せまし
た。そうすると班長さんの力量も見えてきます。参加
者は最初より多い1,500人でした。
　課題は役員の高齢化です。訓練の打ち合わせ時に
は、企業や学校の人たちも加わりますから、訓練の実施
日も大勢ではなかなか決まりませんし、決まっても細
かいことが伝わりにくい。そういう問題点もあります。

3.1 1 東日本大震災の教訓などを、
大阪で活かすには

小西　３.11は昨年の訓練の直前でしたので、みん
なの意識は確実に訓練へ向いたと思います。地域の
企業もより協力的になりました。
浦野　うちでは11月の防災訓練に続いて、12月に
は子ども向けの防災マップづくりを行う予定ですが、
3.11後は子どもたちの関心も高まっていると感じて
います。
小西　防災をやるにしても、地域がこれからどうなっ
ていくのか。再編の動きもありますしね。

桃園公園で実施された桃園連合町会の自主防災訓練の
様子（2010年11月）。この後2011年11月には避難所
に指定されている市立南高校で避難所開設訓練を実施

日常から積み重ねていく、
身近な地域での防災・減災

やってみる、動いてみることから
見える防災・減災

吉見　これまで防災関係はちょっと堅苦しい感じで
したが、それがU-CoRoでの展示「“避難所”ウォッ
チング」というタイトルで軽やかになったと思います。
北大江地区（中央区）でも地元２高校で、避難所見
学会をはじめていました。避難所内では不備もありま
したが、翌年には学校側が改善してくれたりと、住民
も一緒に確認しないと進まないことです。災害時に
避難所で気づいてからでは遅すぎます。たかが避難
所見学会ですが、穴を見つけて手直ししていくために

開 催 日　2012年10月16日（火） 

開催場所　縁(長屋再生 釜戸ご飯の店 )

 
語り手

浦野睆次さん（桃園連合振興町会会長）

小西睦夫さん（東中川連合振興町会副会長）

吉見孝信さん（北大江地区まちづくり実行委員会事務局長)

C版→DIC13
4

M版→DIC80

遠い存在のように感じてい

ても、いつ身近に起こるか

もしれない災害。もしもの

ときに、私たちのいのちと

暮らしを支える拠点になる

のが、“避難所”です。けれど、

いつも普通に暮らしている

まちの中にありながら、な

かなか身近に感じにくいも

の。もしものときの避難所

が、いつも身近な存在にな

れば、もっと安心について

考えることができるのでは。

そんななか、大阪市内・上

町台地界隈の数箇所で、地

域のみなさんが行政や学校

と協働して、避難所の開設

訓練や見学会に取り組み始

めています。避難所体験か

ら生まれる、減災まちづくり、

初めの一歩から地域への広

がりまで、さまざまな形に

学びます。

 NEXT21/U-CoRo  ウィンドウ・エキジビション 12

上町台地 もしも・いつもの

“避難所”ウォッチング
 

上町台地 もしも・いつもの

“避難所”ウォッチング
 

➡

2010.9.13Mon̶ 2011.1.28Fri 10：00̶17：00 頃

北大江地区まちづくり実行委員会が主体となって実施された
避難所見学会（2010年7月、府立大手前高校を訪問）

NEXT21/U-CoRoウィンドウ・エキジビション12
「上町台地 もしも・いつもの“避難所”ウォッチング」
の案内フライヤー

熊野街道沿いの古い長屋を再生した店内で

5Story

5Story
グループトーク  

“避難所”ウォッチング
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浦野　ウチの地域でも賃貸マンション、ワンルーム･
マンションは町会に入らないですね。ですが、災害が
起きたときに、「町会に入っていないから」とは言えな
いですし。
吉見　助けを求めてきたら、動かないわけにはいきま
せん。だからこそ、町会には入っておいてもらいたい
です。
小西　町会には入らないし、災害時には自宅に留まっ
ているからといって、むげにはできませんしね。

“その日”に向けた取り組みの積み重ね

吉見　今後も防災と生活安全ですね。警察などとの
協力関係をこれからもしっかりと保っていかないとい
けません。「つながり」とか言いますが、これまではパ
フォーマンスでしかなかったことが多いです。それで
はイザというときに何の役にも立ちませんから。
浦野　ウチでは「安心･安全のまちづくり」をテーマに
掲げています。それを目指したことをやっていく。そ
れがこれからのことですね。それと、若い人たちを絡
めたり、高齢者に喜んでもらえるような行事もやって
いきたいです。
小西　私たちも何だかんだ言って頭は固い（苦笑）。
でも役所の人たちは賢いけれども、責任は取らない。
しょうがないから、私たちが賢い人たちの知識を理
解して、それを実行して、責任も取っていかないとい
けません。それが私たちの役割ですし、それを続け
ていくことが地域にとって大切です。

　それと地域外から来る人たちは注文ばかりで、住
民を下働き程度にしか思わず、自分たちは動かない
人が多いです。まあ、何十年と住んでいても動かない
人もいますが（苦笑）。

U-CoRo が
地域の防災・減災に役立つために

吉見　U-CoRoは下積み……本来は区役所などがや
るべき、地域のなかの空いたすき間をくっつける役回
りをやってくれています。下積み仕事は、利益を求め
ず成果にもしないということが大事なので、それを続
けてもらいたいです。
小西　こういうことを一企業がしているということ
に、驚いています。
浦野　U-CoRoはもっとPRしたほうが良いのでは。こ
ういうことがあまり知られていないのはもったいない。
小西　生野区の製粉業者さんが、災害時に小麦粉の
供出を申し出て下さいました。そういう企業が地域に
あると、心強いです。ところでマンションの町会加入
はどうですか。
吉見　ウチの地域では、マンションの販売契約時に、
町会費を納める旨、明記して、購入者に説明するよう
に求めています。でも、賃貸マンションなどはむずか
しいですね。

吉見孝信さん

「上町台地 もしも・いつもの“避難所”ウォッチング」展
の関連イベントとして上町台地の様々な地域から実践
者を招いて減災トーク・セッションを実施（2011年1月
18日開催、上町コロコロ新聞）

吉見　いろんな団体が地域にはありますが、人が頼
りないとどうしようもありません。ウチでは平日昼間
に災害が起きたときに、地元企業を頼ることができ
るのか、それも課題です。関心が高いうちに、何とか
したいですね。
浦野　一口に連合振興町会といっても、防災訓練す
らできないようなところもありますし、個々の地域が
どうなのかを知っておかないと、防災の取り組みもむ
ずかしいと思いますよ。
吉見　消防や区役所に頼りっぱなしでもだめですし
ね。たとえば、避難所の消防ポンプは何年も壊れた
ままで、そのことを知らないままでしたし。

地域外の専門家や災害関係の NPO が
地域の力になるには

小西　地域外の人たちとの連携は一応、やってはい
ますけど、ウチの地域は下町ですし、高齢化が進ん
でいますので、そんななかでどうやって防災に取り組
み続けていくのか。それがもっと大きな問題ですね。
それと、社会のなかでの孤独化も大きな課題です。
次の世代をどう育てるか。これも大切です。地域の現
場でコツコツと動いてくれる人たちは、損得勘定で動
いていません。人の問題は重要ですが、損得勘定で
ない人たちでやっていかないと、何事もお粗末になっ
てしまいます。
　それと、私たちは防災だけではなく、地域のなかで
いろんなことをやっていかないといけません。孤独死

や児童虐待の問題。ひったくり対策に月2回夜回り
をはじめていますが、たった月２回でも結構効果が
上がっています。
浦野　ウチでも毎月最終土曜の夜に20～30人は集
まって、夜回りを続けています。
小西　ウチの夜回りでは200～300人ほど集まって
くれています。
浦野　それはものすごい人数ですね。
吉見　専門家が減災ゲーム・クロスロードを持ち込
んだとき、全員意見が違ったり、「みんな同じやろ」
と思っていたら、自分一人だけ違っていたりして面白
かったです。パターン化した訓練だけでなく、「えっ！」
と思えるようなことも試していかないといけません。
　それと、いろんな決め事で固め過ぎたら、イザとい
うときに動けなくなります。「そんときはそんとき」とい
う感覚や、決め事が「上手くいかないかも」という意識
も大切です。

浦野睆次さん

小西睦夫さん

「上町台地 もしも・
いつもの “避難所”
ウォッチング」展で
は、東中川地区での
避難所開設訓練な
ど、上町台地の様々
な地域での実践を
紹介（2010年9月
13日～2011年1
月28日）

5Story
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バンon上町台地」では展示会場が４カ所もあって、
それがお寺や神社だったり（笑）、とても驚いた記憶
があります。普通は公民館など公的なところでやるの
に「何でこんなことができるんだろう？」と不思議に思
いましたが、今日、まちを案内してもらって、それが
少し分かったような気がします。
菅　減災キャラバンでは展示のテーマも会場ごとに
変えていて、「まちづくりの文脈で減災をやると、こう
なるのか」と思いました。
浦野　上町台地には、まちのことを考えていくという
「下地」があって、減災キャラバンは、その「下地」に
防災を投げ込んだらどうなるだろうという視点が
あった。それは私も興味が湧く部分。普段、まちづく
りをやっている人たちが、日常のなかでどう防災をや
るのか？ 私たちが「つながり」というと、イザというと
きに身を守るためなのですが、まちづくりの人の「つ
ながり」は何のためかとか、知りたいことがたくさん
あります。
菅　U-CoRoは、防災・減災というテーマを、地域事
情に合わせて練り直し、見せてくれたように思います。
　行政職員の災害対応研修ツールだったクロスロー
ドを、U-CoRoは地域へ持ち込んだのですが、コリア
タウンではPTAの取り組み課題の議論になり、練で
はなにわ伝統野菜のプロジェクトでつながった人たち
が参加したり。他の活動との組み合わせ効果も考えて
いたと思います。地域でやると、実在の人名・地名な
どの固有名詞が出てきて、実際の災害時、これらをど

う守るという対策の話につながるのも興味深かった。
浦野　コミュニティ･センターなどでやると、来る人
も大体決まってしまいます。それが会場を工夫する
と、普段、防災の集まりに来ない人たちがやってくる
可能性が出てきますよね。

災害を経験していない人へ
伝わっていくには

菅　地図を使ったり、地形模型もつくったり。視覚に
訴える手法の効果を感じました。人のつながりなど見
えにくいものも、可視化する工夫をしている。
浦野　「連動」ってよく言いますが、実際にはとても
むずかしい。防災・減災を普段のまちづくりのなかに
連動させていくのも、普通はむずかしい。U-CoRo
が地域に持ち込んでいる活動を見ていると、ルーティ
ン･ワーク的なもの、特別なことでなく、簡単にでき
ることをやっているように思えます。防災活動をやっ
ている者は、意外とそういうものを地域でやれてい
ないように思います。
　防災運動会とか炊き出し交流会など、私たちがお
手伝いして一回やってみたら、次からは自分たちだけ
でもできるメニューも、あることはあります。そういう
メニューを集めて、レシピ集のようなものをつくるこ
とも大事かもしれません。
菅　U-CoRoでは、ルーティン･ワークができている
地域に、話を持っていっているのではないかな。だか
ら、すぐに反応があるのかも。
　避難所展示のときのフォーラムもとても面白かっ
た。地域で防災を担っている人たちの体験談は面白
く、大爆笑の連続でした。さらにスゴイなあと思った

「減災キャラバンon上町台地」の様子をドキュメントした、U-CoRo
の第9回展示案内フライヤー。浦野さんが所属するＲＳＹと菅さん
が当時所属していた大阪大学コミュニケーションデザイン・センター
との共催で開催

コリアNGOセン
ターの人たちと
減災ゲーム「ク
ロスロード」を
実施（2008年
7月26日）。上
町台地の計5カ
所でクロスロー
ドを行い、その
結果をU-CoRo
の第6回展示で
紹介した

まちづくりの立ち位置から進める、
上町台地での防災・減災の可能性

まちのことを考える「下地」に
防災・減災を投げ込む

菅　U-CoRo独
ひとり

案内を並べて振り返ると、U-CoRo
はいろんなことをされてきたんだなと思います。
　特に第12回の「もしも・いつもの“避難所”ウォッ
チング」の展示は印象的でした。実際に地域の防災力
を向上させたと思います。また展示の制作過程で、人
をつなげ、活動を促進させる仕掛けを、かなり考えて
いたように思います。
浦野　上町台地の方々と、私が所属する（特活）レス
キューストックヤード（RSY）で共催した「減災キャラ

開 催 日　2012年10月 3 日（水） 

開催場所　U-CoRo（NEXT21・1 階）

 
語り手

菅磨志保さん（関西大学社会安全学部准教授）

浦野 愛さん（(特活）レスキューストックヤード常務理事）

NEXT21・1階のU-CoRo（上町台地コミュニケーション・ルーム）内で

U-CoRoの第3回展示「いのちをまもる智恵」のパネルなどを上町
台地4カ所で巡回展示した「減災キャラバンon上町台地」（RSYが
主催し地域の関係者等が共催）。各会場ではゲストを招いたリレー
トークを実施（写真は第4回「路地の覚悟」〔2009年2月27日〕
の様子。司会はRSY代表の栗田暢之さん。会場にはU-CoRo展示
のために作成された上町台地の立体模型も登場）

6Story

6Story
グループトーク  
減災まちづくりの可能性
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のは、これを機に、避難所見学会や防災訓練をはじ
めた地域が出てきたこと。小さな場を重ねる大切さ
に気づかされました。でも、そういう動く地域を探し
てくる力も大切なのだろうと感じています。
　場所を変えると、いつもと違う人たちが来るかも、
という話がありましたが、減災キャラバンの高津宮で
のトークのときに、氏子さんたちが来ていたことが印
象深かったですね。各場所の特性を上手く絡めてい
たと思います。
　災害を経験していない人にどう伝えていくのか。い
ろんな挑戦をしてきていると思います。

都市コミュニティでの
事前の防災・減災のための知恵

菅　同じような価格帯のマンションには、同じような
層の人が集まってくるはず。そんな地域で防災活動を

寄り添うだけではダメな問題もあると。一緒に訴えて
いかないといけないと。

まちづくりと防災・減災の
リレーを続けてほしい

菅　上町台地で、まちづくりから防災・減災にリレー
したもの、防災・減災からリレーしたもの、その活動
のなかから、残していくものがあるはず。それを続け
ていくことが大事なのではないでしょうか。
　私が学ばせてもらったことの一つは、あるテーマを
地域へ持ち込む過程を、丁寧に進めていく大切さ。こ
れについては、どこにも書かれていませんけれども。
浦野　まちづくりのなかに防災・減災を自然に絡め
させていく方法を教えてほしい。U-CoRoがやって
いることは、大阪大学の渥美先生の言う「防災と言わ
ない防災」とまさに合致していると思います。

減
災
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性

　RSYはこれまで緊急支援が中心でした。それが七ヶ
浜町では長期支援に変わって、これからは日常の取
り組みになっていく。そのとき、どうエンパワーメント
していくのか。こういう長期支援は初めて。だから、
住民とどう接していけばよいのか、どう付き合ってい
けばよいのか、手探りが続いています。
　それと、これまでに起きた問題と起きたことの整
理。それをどう説明していくのか、考えていくことが
これからの課題のように思います。
菅　そこで何があったのか。出来事の過程を整理し、
記録しておくことは重要だと思います。以前、浦野さ
んは、能登半島沖地震の被災地・穴水町でも、住民
を集めてその意見を引き出しながら、整理されていま
したね。
浦野　七ヶ浜町では、きずな工房、仮設商店街、ボ
ランティア・バスなどをさせてもらって、それぞれに
目標もあって。それらをどう整理して、考えていくの
か。そして、それらを被災地に行ったことのない人、
普通のオバチャンにも伝わるようにしないといけない
と感じました。
菅　伝えたい層と、問題やその背景を共有し合える
か。その上でどう伝えるか。同じ話でも、相手によっ
て伝え方を変えていかなければいけない。
　また、東北の問題を「日本社会全体の問題」として
捉え直すことも必要だと思います。実際、東北から関
西にも大勢の人が避難している。でもその姿が見え
にくく、支援も行き届いていない。
浦野　RSYの代表の栗田とも話しているのですが、
普段は被災者に寄り添うことを大切にすべきところ、

グ
ル
ー
プ
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ー
ク

浦野愛さん

「減災キャラバン」から1年後、U-CoRoでのドキュメント展示の関連イベ
ントとして開催された「減災Cafe in 上町台地」（2010年1月26日）

RSYが運営する宮城県の七ヶ浜町にある「きずな館」は、被災地
を長期支援するための拠点となっている

する際は、共通する課題やテーマ、例えば、子育てに
的を絞ってみる手もあるのでは。
浦野　RSYでも高層マンションでの防災訓練に協力
したことがあって、上下階を結ぶ避難ハシゴを降りて
みたり、隣のベランダへ逃げるための簡易壁の見本
を蹴り破ってみたり。そういう体験は好評でした。
　いろいろ試したなかで、特に面白かったのは「食」
をテーマにしたときですね。岐阜県の坂

さかほぎ

祝町では、米
１合と冷蔵庫のなかにある一品を持ち寄るというスタ
イルを採りました。持ち寄るだけなので準備も簡単。
それに持ち寄るだけで、一人ひとりに参加する感が生
まれてくる。外国籍の住民の方も多いのですが、言
葉を気にしなくてもすみますし。しゃべらなくても「い
る」というだけでいいんです。

3.1 1 以降のそれぞれの活動から
問われること

浦野　RSYの活動も、そのほとんどが日常のつながり
がもとになっています。上町台地や宮城県七ヶ浜町と
のつながりもそう。３.11以降やっていることは、それ
以前に出会っていなかったら、どれもできていない。
　上町台地の取り組みを見て、防災とまちづくりは分
野が違っても分かってもらえるんだと思いました。そ
ういう関係をどれだけ日常からつくっていけるか。そ
して、持っている力を、イザというときにどう見つけて、
引き出せるか。それに掛かってくる気がします。
　被災地支援も一緒で、地元の人たちに普段から「こ
のまちに住んでて良かった」と思ってもらえるように、
もう一度していくんですよね。

菅磨志保さん

「減災キャラバン」のリレートーク第3回「避難所
の覚悟」（2009年2月20日）は高津宮で開催

お屋敷再生複合施設「練」での「減災キャラ
バン」展示の様子（2009年2月22～28日）

「減災キャラバン」のリレートーク第2回「対話の覚悟」
（2009年2月13日）は直木三十五記念館で開催

6Story
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ばかりではなく、楽しそうな伝統野菜などもあって、
誰でも上町台地を語ることができる。ここでの取り組
みを見て、自分たちの地域と生活全体を好きになるこ
と、そこからしか防災ははじまらないのではと、より
強く思うようになりました。
　南海トラフの巨大地震の津波予想で、巨大な津波
が10分足らずで襲来するかもしれないと言われた、
高知県のある集落に関わっています。そこで、個別避
難訓練というものに取り組んでいます。家などで普
段通りに過ごしていて、合図をしてから、実際に時間
を計りながら、できるだけ早く避難を試みるというも
ので、近所の小学生がお年寄りと一緒に逃げながら、
その様子を取材するということも採り入れました。
　訓練の参加者のなかに、80歳代のおばあさんが
います。早く逃げてもらうための方法を考えるために
は、彼女のことをよく知っておかないとならない。そ
こで、子どもたちは何度も通いながら、彼女は近くの
浜辺が大好きで、そこで獲れる貝殻で造り細工をし
ていることなどを知ります。
　そして個別避難訓練の日を迎えるのですが、お年
寄りなのでやはり逃げるのに時間が掛かります。おば
あさんは子どもたちに「もう、私は逃げなくてもいい」
と言います。でも、彼女のことを知ることで、とても気
になりだした子どもたちは「絶対、逃げてね」と言いま
す。すると、あきらめていたおばあさんに頑張ろうと
いう気持ちが芽生えてきます。
　一人ひとりのことを知って、それから「頑張ろうね」
と言う。いきなり「津波の時には逃げましょう」と言う
のでは効果がない。防災の意味もないなと実感しま

した。そのことを思い出しながら、上町台地での取り
組みを振り返らせてもらうと、ここは「人を知り、地域
を知る」という姿勢において、先んじているなあと思
いました。
渥美　今の話を伺っていて思ったのですが、U-CoRo
では防災・減災の展示は４回だけではなく、実は15
回全部が減災なんですよね。例えば、「上町台地で読
みたい本」展も減災とは関係ないようでいて、本を通
じてまちを知ることにもなりますし、伝統野菜もそう
ですよね。そうしてまちを知れば、それが防災・減災
になる。知らない者同士が本や越

しろうり

瓜を通じてつなが
ることもできる。多様な関心を持つ人たちをそれぞれ
の関心で引っかけて、U-CoRoでつなげている。そう
したことを続けてきていることが、防災・減災なのだ
と、改めて認識しました。今後もこれだけでよいのか
というと、また別ですが。
矢守　今の話の「つながり」というキーワードも大切
ですね。私が知っているだけでも、上町台地と岩手
県野田村、上町台地の人と東北の人、減災ゲーム・ク
ロスロードの利用者の方と上町台地などといった、多
様なつながりがあります。
　そのクロスロードに関連した話ですが、先ほどと同
じ高知県の黒潮町の人がクロスロードの研修に来ま
した。研修の受講生が集まる催し、といってもほとん
ど飲み会という集まり（笑）でした。その席で、その人

は仙台や神戸の人た
ちと出会います。そ
して３．１１を迎えて、
黒潮町の人たちは

上町台地で減災をつなぐ

U-CoRo、上町台地が重ねてきた
「つながりの防災」

渥美　U-CoRoにはフォーラムに出る程度でしたが、
実に楽しくやらせてもらいました。展示もそうですが、
気軽な雰囲気でしたし。防災・減災関連の展示も３
回おきという、良いペースで展開されていたなと思い
ました。フォーラムでも参加者から良いレスポンスが
あったことを覚えています。
　展示も、上町台地での災害史とか「よう調べてはる
なあ」と思って見ていました。ただ、「ここへ誰が見に来
はるんやろう？」ということが気になっていましたね。
矢守　上町台地には地理や歴史に関する事柄がたく
さんあり、知識も得られます。それもむずかしいこと

開 催 日　2012年11月13日（火）  
開催場所　大阪ガス本社ビル

 
語り手

渥美公秀さん
（大阪大学大学院人間科学研究科教授 /

 (特活）日本災害救援ボランティアネットワーク理事長）

矢守克也さん
（京都大学防災研究所巨大災害研究センター教授・センター長）

NEXT21/U-CoRoウィンドウ・エキジビション03「『いのち
をまもる智恵』を伝える 減災に挑む30の風景と上町台地災
害史」では、全国の被災地で蓄積されてきた“いのちをまもる
智恵”とともに、上町台地の災害リスクなどを紹介（2007年
9月3日～2008年1月18日）

NEXT21/U-CoRoウィンドウ・エキジビション06「減災ゲー
ムで気づく 上町台地の暮らしいろいろ」では、上町台地界隈
の５会場で実施した減災ゲーム・クロスロードの経過と結果
を再現（2008年9月16日～2009年1月23日）

「減災ゲームで気づく 上町
台地の暮らしいろいろ」展の
関連イベントとして、ゲーム
開発者のお一人、矢守克也さ
んをお招きして、「減災Cafe 
in 上町台地」を開催（2008
年12月8日開催、上町コロ
コロ新聞）

エネルギー・文化研究所のある大阪ガス本社ビルにて

7Story

7Story
グループトーク  
つながりの防災・減災
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ことを紹介することで、実際にやってもらうように仕
掛けていく。
矢守　上町台地で超高層マンションと向き合ってい
る、地元の人たちの話を伺って、井戸を掘ったり、マ
ンション住民で特技や資格を持つ人たちを、町内の
「チャンピオン」として登録して、防災に役立てている
加古川市内のマンションを思い出しました。上町台地
のマンションでも、防災を考えはじめているところは
あるかもしれません。
　U-CoRoの次の展開では、上町台地のマンション
とつながり、そのマンションを地元とつなげていく。
そうした取り組みをしていけないでしょうか。
渥美　マンションの防災にも関わる機会があるので
すが、簡単ではないでしょうね。おカネで解決できる
のなら、防災もおカネで何とかしたいという人もいる
でしょうし。
　つながりということも、こちらが「つなげますよ」と
言っても、「うっとうしい」と思う人はいるでしょう。そ
こをどうクリアしていくか。
矢守　上野千鶴子さんの本に『家族を容れるハコ、家
族を超えるハコ』というのがあります。地域という単位
で考えていくと、U-CoRoが上町台地を凝縮したハコ
になるかもしれませんね。そして「地域を超えるハコ」
になっていく。こういう取り組みでは、とかく「地域を
容れるハコ」で考えがちですが、それを変えていく。

U-CoRoでの減災のこれから

渥美　これまで15回もやってきて、そして毎回、関

係者が一堂に会する場を持ってきた。これはスゴイこ
とですね。
　ただ、欲を言えば、いつでも集まれる居場所があ
ると良いですね。それも飲めるところであれば、なお
うれしい（笑）。そういう場があれば、上町台地の人た
ちがいつでも集まれて、直接出会えます。小料理屋み
たいな場はU-CoRoにつくれませんか（笑）。
　でも「飲みニュケーションが大事ですよ」とか言い
ながら、自分の住んでいるところにはそういう場がな
い（笑）。野田村でもそういう場を造りたいのですが、
なかなか実現しません。
矢守　そういう場が出来たとしても、今の日本社会
では立ち寄るヒマもないですよね。そういう点では地
域とのつながりも同じかもしれませんね。何も自治会
活動などだけが地域活動ではなくて、住んでいると
ころで家族と過ごす。公園で遊んだり、キャッチボー
ルをしたり、近所のお店へ行く。それも広い意味での
地域活動だと思うのですが、その時間すらない。まち
づくりやコミュニティを考えていくためにも、地域で
過ごせる時間をもっと増やす方策を考えていく必要
もありますね。
渥美　U-CoRoには私たちの足らずの部分も含めて、
これからもつながりを模索していってもらえればと思
います。

東北へ助けに行きたいと考えます。カツオ漁のつなが
りでご縁があったまちが被災したからです。でも距離
は遠いし、どうしようかと思って、ふと神戸の人に電
話をしました。すると一言「行ってあげて」と。神戸の
人は、阪神・淡路大震災の経験からそのようにアド
バイスしたそうです。その黒潮町の人は震災から３日
後には東北へ出発されました。今、黒潮町は南海トラ
フの想定で全国一高い津波予測がされているまちで
す。でも、イザというときには東北や神戸の人たちか
ら支援があるでしょう。
　上町台地でもU-CoRoがいろんな人たちをつなげ
ていますね。防災といえば、つい「消火栓がどこに、
いくつある」となりがちですが、そうではない「つなが
りによる防災」とでもいうことを、上町台地はすでに
実践されていると思います。

つながりをつくりにくいところと、
いかにつながるか

渥美　上町台地で出会わせてもらっている方々は、
私が関わっています中山間地の人たちと、気取らない

ところなどがよく似ています。きっと、U-CoRoを入
り口に共通点のある人たちと出会わせてもらっている
のだろうなあと思います。
　その一方、よそから上町台地へやってきた人たち、
都心居住に憧れている人たちなどとは出会っていま
せん。高校も多いところですが、高校生とも出会って
いませんね。次はそういうところへもアプローチして
はどうでしょうか。
矢守　ある地域で教育に防災を取り込んでいこうと
していますが、いつも決まって「ではまず、先生の研
修から」となります（笑）。先生が何もかも知らなくて
いい。地域にいらっしゃる詳しい方と協力・連携する
方が簡単だし効果的です。
　それと、学校との関係をいかに持続させていくの
かということも、むずかしい問題ですね。私もいろい
ろ試しているのですが、「モノを置く」というのは有効
な一手かと思っています。例えば、今、ある２つの小
学校に地震計を置いてもらって、６年生に観測と地
震計のお世話をしてもらっています。熱心な先生の
異動で、つながりが切れてしまうことが多いですが、
モノがあると続きやすいかもしれません。すでにある
モノは捨てにくいですし（笑）。１校は１度、もう１校
は２度、担当の先生が異動しましたが、両校とも地
震計は置かれていますし、つながりも続いています。
渥美　うん。今のようなエエ話を集めて紹介していく
ことも一手やなあと、話を聞きながら思いました。災
害救援の仲間たちとつくった『いのちをまもる智恵』
もそうでしたが、この場合は誰でも簡単にできそうな

矢守克也さん

渥美公秀さん

NEXT21/U-CoRoウィンドウ・エキジビション09「“減災
キャラバンon上町台地”の道程から」では、上町台地の４会
場を巡った『いのちをまもる智恵』の展示とリレートークの
模様を紹介（2009年9月7日～2010年1月29日）

「“減災キャラバンon上町
台地”の道程から」展のク
ロージングイベントに、渥
美公秀さんと矢守克也さん、
（特活）レスキューストックヤー
ド代表の栗田暢之さんがゲ
ストで登場し、地域を超え
た“減災キャラバン”の上町
台地での第一歩をふり返り
ました（2010年1月26日
開催、上町コロコロ新聞）

7Story
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　それと、普通は屋内でやることを、屋外に出て、好き
な場所に実際立って紹介するというスゴさ。それもあ
の企画の良さでした。ぜひ継続してもらいたいですね。
秋田　上町台地の魅力は歴史とか伝統とかで語られ
がちですが、そう語れることで逆に思考停止を招い
たり、歴史などに関心のない若い世代が入られなくな
る恐れもあります。歴史や伝統は大事なことですが、
それを今に反映させないと意味を持たない。
　U-CoRoは上町台地で積み上げられてきたことを
再構築して、改めて提示し直す取り組みをしてきた
のではないかと思っています。本の展示に限りません
が、単に歴史や伝統に留まらない、上町台地の別の
面をにじみ出させて、我々に見せてくれています。
塙　上田さんが言われたように、本はかなり個人的
なものですし、それを空間で味わうと世界がまた広が
るかもしれません。子どもたちとやってみたいですね。
　今はメディアが多すぎて、情報が溢れる一方、本を
読まない子どもが増えています。この塾にも本棚が
あって、寄贈いただいた本がたくさんあるのですが、
子どもたちが手に取るのは、マンガか絵本風なもの
がほとんどです。それらが決して悪い本とは言いませ
んが、本らしい本、分厚い本などは手に取りません。
　小学校高学年から中学生に掛けての多感な頃にこ

そ、本に出会ってほしいです。それを何とか、「本は大
事なんだよ」といったお説教風にならないように伝え
たいのですが。
秋田　音楽はどちらかというと受け身のものですよ
ね。私がやっていた映画も同じ。それはそれで良いと
は思いますが、やはり、本は能動的なものです。音楽
は聞き流せても、本は一行飛ばすと、何が何やら分
からなくなってしまう。読み手の主体性が問われるも
のです。
　上町台地の資源はいろいろありますが、私が一番
大事だと思う資源は「とき」です。まちの時間。生活や
暮らしのなかで連綿と積み重ねられてきた時間。そ
れが今も流れている。本展のような企画を通じて、ま
ちの「とき」から本へ導いていくようなこともできるか
もしれません。

声に出すことで広がる、つながる

塙　かつて私が研究で訪れていたアフリカでは、一
人ひとりの声の違いに、強烈な存在感と威厳が感じ
られました。あるとき「オマエの靴をくれ！」と言われ
たのですが、迫力があって言い返せない（笑）。言葉
の力を思い知らされた出来事でした。
　そう思うと、大阪とアフリカは近いような気がしま
す。大阪の人たちも声に力がある人、自分を信じるこ
とができている人が多いのかもしれませんね。その
背景には、時間が積み重ねてきたものを発見できる
場、例えば、この建物や路地のような場の力というの
もあるように思います。
　上田さんが釡ヶ崎でおじさんたちとカルタをつくっ
ている話をされていましたが、その話を聞いてスゴイ
と思いました。大変な経験をしてきたオッチャンの言
葉。そこへ子どもたちを放り込んでみると、スゴイこ
とが起きるかもしれません。

「春の日 上町台地で読みたい本」展に関連して、詩人の
上田假奈代さんとともにお気に入りの本を手にまち
歩き（2004年4月25日、上町コロコロ新聞）

言葉を育み、言葉が紡ぐ上町台地の時空間
U-CoRo を通してふりかえる言葉の力

上田　「上町台地で読みたい本」展は面白かったで
す。関連してまち歩きをしながら朗読するという、今
思えば大変なことをさせられていたなあと（笑）。でも、
あの企画は私もやってみたいですね。朗読も「この本
がイイ！」という人にしてもらうのが良いと思います。
好きな本を紹介するということは、自分自身の頭の
なかを開けるというか紹介することでもあると思いま
す。それは、とっても勇気が要ることかもしれません
が、互いに頭のなかを開けて、見せ合えれば、豊かな
時間をシェアすることにつながるとも思います。

開 催 日　2012年10月21日（日）  
開催場所　空堀ことば塾

 
語り手

秋田光彦さん（大蓮寺住職・應典院代表・パドマ幼稚園園長）

塙狼星さん（空堀ことば塾主宰）

上田假奈代さん（（特活）こえとことばとこころの部屋代表理事）

NEXT21/U-CoRoウィンドウ・エキジビション07
「春の日 上町台地で読みたい本」では、52人の方に
好きな本とその理由、その本を読みたい上町台地の
場所を伺い展示しました

塙さんが主宰する「空堀ことば塾」の土間の壁は子どもたちのためにと寄贈された本がとり囲む

8Story
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グループトーク  
上町台地と言葉の力
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では。声が響くスペース。それを回復させていけば、
人は生きていけるのかもしれません。秋田さんが言
われた読経も、そういう効果があるのかも。

今求められる、 
他者と言葉を紡ぎあう環境

上田　秋田さんのところ、應典院での詩の学校では、
人の話を聞いて、それをもとに詩作するというスタイ
ルをよく採っています。そのメソッドを「こころのたね
として」と表現していますが、人の言葉を聴くというこ
とも大切なことだと思っています。塙さんが研究され
ていた人類学などの世界でも、人の話を聞いてまとめ
ていくようなことをされていたのではないでしょうか。
　詩をつくるときも、相手の言葉に自分の気持ちが
重なって、なんともジンとする気持ちになります。つ
くった詩は自分の言葉のような、そうでないような。
この手法は私自身も楽しくて、ずっとその形にはまっ
ています（笑）。それを死にゆく人たちとできたらなあ
と思うことがあります。生きてきたことをちゃんと伝え
られて、ちゃんと受け止められたらと。
秋田　地域や在宅で死を迎えるための環境づくりが
求められるなか、私は人文学の復権と言いますか、
宗教や哲学、芸術の再登場が必要になってくると考
えています。人間は、制度やサービスが充実したから、
幸せに逝けるわけではない。そのときの共通テーマ
は、成熟した死生観を受け入れる「祈り」であろうと。
塙　塾では子どもたちと落語も演じていますが、お
年寄りに聞いてもらうときに、笑うところではないの

に、羽織を脱ぐだけで笑ったりする人がいます。笑い
がズレているのですが、それがお年寄りには楽しい
のでしょう。子どもたちも楽しがっています。ズレてい
たのに、演じ終えたあとに隣同士で座っていたり。そ
こには言葉の余韻というようなものがあるように思い
ます。ズレていくことで、素晴らしいものを互いにもら
い合っているような。とても不思議なんですが（笑）。
秋田　それは、言葉があることが前提なのではなく、
言葉がこぼれ出てくる環境があるからかもしれませ
んね。利便性や効率性だけではない、生きることの
意味を、他者と紡いでいくことができる時間や場が、
上町台地にはまだあるのだと信じています。

つぎに重ねていく言葉の時空間

上田　U-CoRoは建物自体に力があるように感じて
います。あの建物に上町台地の案内所、展示がある
というのが有効なのだと思います。
秋田　５年もやっていると、特定の人たちの寄合感
が生まれているのではないでしょうか。高校生とか
アーティストとか、異物といいますか、そういうものを、
抱え込むことも大事だと思います。
上田　集まりも工夫していくと、違った人たちが来る
かも。鍋をしながらやるとか（笑）。
塙　本展でも中高校生版をやってみるのはどうで
しょうか。マンガもOKにしてあげると、参加しやすく
なると思います。
秋田　今度は、ことば塾に子どもたちがいるときに、
また来たいですね。
塙　ぜひお越しください。カルタづくりでは上田さん
ともご一緒したいですし。
上田　このあいだもオッチャンたちとカルタづくりをし
たら面白かったですよ。ワークショップをされるときには、
ぜひ声を掛けてくださいね。いつでも来ますから。

塙狼星さん

秋田　上田さんにとって、詩を書くことと朗読するこ
との違いは何ですか？
上田　私の場合は、詩をつくるときも、こころのなか
で声に出しながらつくっていくのですが、声がリズム
を取るということはありますね。うまく表現できませ
んが、自分のなかにイメージをつくって、それを呼吸
に合わせていくような。私は呼吸が下手なのですが、
声を出すと落ち着くというか、自分のなかにブレない
軸が出来るような気がします。空気の振動が心地よ
いですね。
秋田　僧侶ですのでお経を読むのですが、読経とは
まさに声に出すことです。聞いた話ですと、昔の日本
は音読が中心で、黙読の習慣は大正時代頃から広
まったそうです。
　声に出すということで、自身のなかにあったものを
外部化できる。声を出している自分とそれを聞いてい
る他者という関係になって、初めて世界が広がるので
はないでしょうか。そういう意味では「声の届く範囲」
という表現は、言い得ているのかもしれませんね。コ
ミュニティの範囲とかを表しているのかも。U-CoRo
のフォーラムもいつもちょうど良い人数だったのでは。
みんなが伝え合える人数とでも言いますか。

上田　軍隊は確か、150人くらいが単位だと聞いて
います。ああいうシステムになると、それくらいの人数
が適当なんでしょうか。
塙　アフリカの狩猟採集民のキャンプは大体３０～
５０人程度です。それが円を描いて家を建てていて。
彼らは狩猟生活を続けていましたから、狩りのときに
は互いに声を出して連携する必要があります。ナマ声
の届く範囲というのが重要になってきます。
　アフリカのある村では本人が死を覚って、「明日、
死ぬ」のだと告げると家族や親戚が集まってきます。
本人を囲みながら話をして、亡くなると集まったみん
なが声を出して泣き出す。泣き声に送られていく人は
幸せだろうなあと思います。日本も昔はそうだったの

秋田光彦さん

上田假奈代さん
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「U-CoRo人絵巻～上町台地百人一句」の
クロージングイベント
（2012年3月17日開催、上町コロコロ新聞）
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